
 

    第３章 施策の進捗状況の評価と今後の方向性    

  

「大阪21世紀の環境総合計画」において長期的な目標を定めた６つの主要課題について、施策の進捗状況を

評価して今後の方向性を検討するとともに、個別の計画目標の達成状況について毎年度把握し、外部の意見も取

り入れながら計画を進行管理していきます。 

 

１ 主要課題の進捗状況及び今後の方向性 

（１）資源循環 

（循環型社会推進室 内線：3819） 

【進捗状況の評価】 

平成14年3月に策定した「大阪府廃棄物処理

計画」では、廃棄物の最終処分量を2010（平

成22年度）までに1997（平成９）年度比で概

ね半減することをみすえつつ、2005（平成17）

年度における最終処分量を一般廃棄物について

は84万トンに、産業廃棄物については111万

トンに削減することなどを目標としています。 

一般廃棄物の最終処分量は、平成17年度には

70万トンとなっており、目標の84万トンを14

万トン下回っています。 

また、産業廃棄物の最終処分量は、平成17年

度には67万トンとなっており、目標の111万

トンを大きく下回っています。 

一方、一般廃棄物の再生利用量などはさらな

る取り組みを進めることが必要です。 

以上の状況を踏まえ、平成19年3月に「大阪

府廃棄物処理計画」を改定し、平成22年度目標

の見直しを行いました。 

【今後の方向性】 

新たに設定した平成 22 年度目標の達成に向

け、平成 19 年 3 月に改定した「大阪府廃棄物

処理計画」に基づき、府民団体や事業者団体から

なる大阪府リサイクル社会推進会議の「ごみ減量

化・リサイクルアクションプログラム」の推進な

ど、廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用の３Ｒ

を進めるための施策を総合的かつ計画的に推進

します。 

また、循環型社会形成推進条例に基づき、平成

16 年 4 月に創設したリサイクル製品認定制度

の運用をはじめとして、循環型社会形成に向けた

施策を展開していきます。 

加えて、平成 17 年 7 月に国から承認を受け

た「大阪府エコタウンプラン」に基づき、民間事

業者を主体としたリサイクル施設の整備等を促

進します。さらに、アジア各国への３Ｒ技術移転

を進めます。 

 

（２）水循環 

（環境管理室 内線：3854） 

【進捗状況の評価】 

健全な水循環を再生するため、水循環に関する

ホームページを開設し広く情報発信するととも

に、雨水浸透施設や貯留施設の設置、多自然川づ

くりや河川浄化事業などの河川環境整備を進め

ました。寝屋川流域においては、平成16年５月

に策定した「寝屋川流域清流ルネッサンスⅡ（水

環境改善緊急行動計画）」に基づき、河川の水質

浄化のため下水処理水を導水するなど、水循環の

再生のモデル流域としての取り組みを進めてい

ます。 

また、樹木への灌水、散水や道路への散水等へ

の下水処理水の有効利用を一層図るため、処理水

供給施設「Q 水くん」を 11 箇所の水みらいセ

ンターに設置しており、平成18年度末の下水処

理水の有効利用率は約 18％となっています。 

【今後の方向性】 

今後とも、水環境の保全を図るとともに、下水

高度処理水の有効利用推進、森林保全による水源

涵養の促進、農地やため池等の保全・活用による

保水・遊水機能の向上、また府民協働による雨水

利用の促進を通じた啓発や水文化の育成等、健全
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な水循環の再生に向け、総合的な施策の展開を図

ります。 

 

（３）地球環境（ヒートアイランド対策を含む２

つの温暖化対策） 

（みどり･都市環境室 内線：3849･3885） 

■ 地球温暖化対策 

【進捗状況の評価】 

「大阪府地球温暖化対策地域推進計画」では平

成 22 年度の府域の温室効果ガス排出量を基準

年度から９％削減することを目標としています。

平成 1６年度の温室効果ガス排出量は基準年度

比で 0.4％減少しましたが、温室効果ガスの大部

分を占める二酸化炭素排出量は 5.6％増加して

います。 

そこで、事業活動や建築物の温暖化対策を促す

温暖化の防止等に関する条例を施行するととも

に、企業や家庭での温暖化防止に向けた取り組み、

府有施設や民間へのESCO事業の導入、太陽光

発電をはじめとする新エネルギー等の普及を促

進しました。また、地球温暖化防止活動推進セン

ターと連携して、啓発イベント・セミナーを開催

するとともに、地域や NPO、業界団体等で組

織する協議会に参画し、省エネルギー機器の普及

に努めました。 さらに、府が委嘱する地球温暖

化防止活動推進員の増員を行い、各地域で地球温

暖化防止活動の普及啓発を行いました。 

【今後の方向性】 

「府地球温暖化対策地域推進計画」に基づき、

目標の達成に向けて、前出の条例の円滑な運用や、

毎月 16日の「ストップ地球温暖化デー」を中心

とした普及啓発事業などを通じて、府民、事業者

に省エネルギーの取組みを促すとともに、新エネ

ルギーの普及を図ります。またその際には、地球

温暖化防止活動推進センターや地球温暖化防止

活動推進員、府内市町村や近隣府県、NPO等あ

らゆる主体との連携を更に強化し、効果的な事業

を実施していきます。 

 

 

■ ヒートアイランド対策 

（みどり･都市環境室 内線：3849･3885） 

【進捗状況の評価】 

「大阪府ヒートアイランド対策推進計画」に基

づき、各主体との連携のもとに諸対策を推進して

います。 

平成 19年３月に「熱環境マップ」の地域特性

ごとに、最も適したヒートアイランド対策をとり

まとめた「ヒートアイランド対策ガイドライン」

を作成し、対策の推進に活用しました。 

ヒートアイランド対策分野では全国初の産学

官民連携の取組みである「大阪ヒートアイランド

対策技術コンソーシアム」（平成18年1月設立）

において、対策技術の研究・普及等に取り組みま

した。 

また、改正自然環境保全条例に基づき一定規模

以上の敷地における建築物の新築・改築・増築を

行なう建築主に対し緑化することを義務付け、前

出の温暖化の防止等に関する条例により事業者

の事業活動に伴う人工排熱の抑制や、建築物の新

築、増改築を行う建築主にヒートアイランド対策

を促進しました。 

さらに、北大阪地域の市街地を対象に府管理道

路への下水高度処理水を活用した散水の実施や、

打ち水をとおした各種啓発活動を行う「北大阪打

ち水大作戦」を実施するなど、府民、企業、ＮＰＯ

等と協働したヒートアイランド対策も実施しま

した。 

【今後の方向性】 

「熱環境マップ」の熱負荷の大きい地域におい

て、民間事業者向けに「ヒートアイランド対策導

入促進事業」を実施し、「ヒートアイランド対策

ガイドライン」に沿った対策の具体化を誘導・促

進するとともに、自然環境保全条例に基づく「建

築物の敷地等における緑化を促進する制度」及び

温暖化の防止等に関する条例の適切な運用につ

とめます。 

また、「大阪ヒートアイランド対策技術コンソ

ーシアム」との連携により、諸対策の推進につと

めます。 
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さらに、北大阪地域の市街地を中心に「北大阪

打ち水大作戦」を実施するなど、府民、企業、

ＮＰＯ等と協働したヒートアイランド対策を引

続き実施していきます。 

 

（４）交通環境 

（環境管理室 内線：3890・3895） 

【進捗状況の評価】 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度は緩やか

な減少傾向にあり、一般環境大気測定局の二酸化

窒素については環境保全目標を全て達成しまし

たが、自動車排出ガス測定局の二酸化窒素と一般

局及び自排局の浮遊粒子状物質については、9割

強の達成にとどまっています。 

また、騒音については、低騒音舗装の敷設等の

道路構造対策や交通流対策などの各種環境対策

を講じていますが、依然として騒音に係る環境保

全目標を達成していない状況です。 

【今後の方向性】 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の環境保全目

標の達成率は、黄砂などの気象等の影響により年

度によって変動があります。環境保全目標の達

成・維持を図るため、平成15年７月に策定した

「府自動車NOx・PM総量削減計画」に基づき、

低公害車の普及促進、自動車走行量の抑制、交通

流の円滑化等の諸施策を関係機関等と連携し、計

画的、総合的に推進するとともに、大阪府環境審

議会に諮問（平成 19年３月）し、対策地域外か

らの流入車対策について、荷主等事業者への対策

など、必要な施策を具体化します。 

また、騒音については「大阪府道路環境対策連

絡会議」において道路構造や交通状況に応じて効

果的な対策を検討し、環境保全目標の達成に向け、

総合的・計画的に対策を推進します。 

 

（５）有害化学物質 

（環境管理室 内線：3808） 

【進捗状況の評価】 

2005（平成 17）年度までに府内のダイオキ

シン類の排出量を 2000（平成 12）年度比で約

４割削減することなどを目標にしており、平成1

８年度における排出量は平成 12 年度から

85.5％削減しています。 

また、ダイオキシン類の環境濃度は、大気、

海域水質・底質、地下水、土壌については、環

境保全目標を超過した地点はありませんでした

が、河川の水質・底質で環境保全目標を超過し

た地点があったことから、関係機関と連携し原

因究明調査や周辺事業所の指導等を行いました。 

【今後の方向性】 

今後も、ダイオキシン類に関しては廃棄物焼却

炉等の発生源を設置している事業者に対する排

出抑制指導を徹底します。また、大気、水質、土

壌等のダイオキシン類の環境調査を継続すると

ともに、環境保全目標を達成していない地点につ

いては、その原因の究明と対策に努めます。 

また、アスベストについても府民の健康を守る

ため、アスベスト濃度の実態調査を実施するとと

もに、建築物解体時等における飛散防止対策を強

化するため、大気汚染防止法及び府生活環境の保

全等に関する条例を適正に運用していきます。 

その他の有害化学物質についても、PRTR 法

に基づいて把握した排出量等の情報や大阪府生

活環境の保全等に関する条例を改正して整備し

た大阪府独自の化学物質管理の仕組みを活用し

て、事業者による自主的な化学物質管理の改善の

促進を図ります。 

 

（６）エコロジカルネットワーク 

（みどり･都市環境室 内線：2745） 

【進捗状況の評価】 

生きものの生息・生育環境の場や移動経路の確

保、ゆとりと潤いを共感する景観の形成などに資

するエコロジカルネットワーク（周辺山系とベイ

エリアを結ぶ河川や都市公園を結ぶ緑道などが

形成する水と緑のネットワーク）の形成に向けた

取り組みを実施しています。 

都市再生事業プロジェクト（第３次決定）によ

り位置づけされた「近畿圏の自然環境の総点検」

において、平成 1８年度は、里山地域での生きも
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ののつながりを検討するモデル地域として天王

山・ポンポン山地区が選定され、本地域で自然環

境の保全・再生等の活動を実施しているＮＰＯ団

体や専門家、国（国交省、農水省、環境省、林野

庁）及び府・市関係課でワーキンググループを組

織し、里山地域のエコロジカルネットワークの形

成手法を検討しました。 

【今後の方向性】 

国、府及び市町村の連携により、エコロジカル

ネットワーク形成に向けた具体的取組みの調整

を行うとともに、自然環境施策の重点的な取組例

としての普及をめざします。 
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1
万
ﾄﾝ
／
年

５
３
万
ﾄﾝ
／
年
（
※
２
）

（
改
定
前
目
標

1
0
0
万
ト
ン
)

（
平
成
1
7
年
度
）

6
7
万
ト
ン
／
年

＜
達
成
＞

H
1
7
目
標
1
1
1
万
ト
ン
／
年
を
下
回
り
達

成

特
定
建
設
資
材
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
率

－
9
5
%

（
平
成
1
7
年
度
）

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ塊
　
9
8
.9
%

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ塊
　
9
9
.9
%

建
設
発
生
木
材
　
8
2
.6
%

＜
８
７
%
(H
2
2
目
標
）
＞

建
設
発
生
木
材
の
み
Ｈ
2
2
目
標
9
5
%
に

対
す
る
Ｈ
1
7
実
績
8
2
.6
%
の
達
成
率
。
ｺ
ﾝ

ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ塊
・
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ塊
は
達
成

下
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

－
5
0
%

3
7
%

3
4
%

3
7
%

＜
7
4
%
＞

H
2
2
目
標
5
0
%
に
対
す
る
H
1
8
実
績
3
7
%

の
達
成
率

都
市
整
備
部

 下
水
道
課

（
内
線
；
39
59
）

環
境
農
林
水
産
部

 循
環
型
社
会
推
進
室

  
資
源
循
環
課

　
（
内
線
：
38
19
）

環
境
農
林
水
産
部

 循
環
型
社
会
推
進
室

  
産
業
廃
棄
物
指
導
課

　
（
内
線
：
38
25
）

  
 本
節
で
は
、
環
境
総
合
計
画
で
定
め
て
い
る
中
期
的
な
目
標
（
平
成
2
2
年
度
）
と
短
期
的
な
目
標
（
平
成
1
7
年
度
）
、
直
近
3
ヵ
年
度
の
進
捗
状
況
、
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。
　

　
1
8
年
度
の
実
績
が
調
査
中
の
も
の
は
把
握
で
き
る
限
り
最
新
の
デ
ー
タ
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況
は
中
期
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
短
期
目
標
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
達
成
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

（
H
1
4
年
度
建
設
副
産
物
実
態
調
査
）

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ塊
　
9
7
.3
%

ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ塊
　
9
9
.5
%

建
設
発
生
木
材
　
6
4
.4
%

２
　
計
画
目
標
と
達
成
状
況

産
業
廃
棄
物
排
出
量

一
般
廃
棄
物
排
出
量
（
※
１
）

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

（
平
成
1
2
年
度
）

1
,7
6
8
万
ﾄﾝ
／
年

（
平
成
1
2
年
度
）

4
6
4
万
ﾄﾝ
／
年

（
平
成
1
2
年
度
）

1
,1
5
7
万
ﾄﾝ
／
年

（
平
成
1
2
年
度
）

1
4
7
万
ﾄﾝ
／
年
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

森
林
資
源
の
利
用

－

・
府
内
産
木
材
の
利
用
を

増
や
し
ま
す

・
「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」

の
建
設
：
5
0
棟
／
年

「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」
1
5
棟
「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」
1
5
棟
「
お
お
さ
か
材
の
い
え
」
1
2
棟

＜
2
8
％
＞

H
2
2
目
標
5
0
棟
/
年
に
対
す
る
H
1
5
～
1
8

の
平
均
建
設
棟
数
1
4
棟
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
52
）

排
出
量
の
2
0
％
以
上
に

向
上
さ
せ
る

平
成
1
9
年
度
の
食
品
リ

サ
イ
ク
ル
法
基
本
方
針
に

よ
る
目
標
値
見
直
し
に
従

い
設
定

実
務
講
習
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
の

実
践
事
業
に
対
し
助
成
を

行
っ
た

実
務
講
習
会
を
実
施
し
た

実
務
講
習
会
を
実
施
し
た

＜
現
時
点
で
評
価
不
可
＞

実
施
率
に
つ
い
て
は
、
食
品
関
連
事
業

者
に
対
し
て
報
告
徴
収
と
立
入
検
査
の

権
限
を
有
す
る
国
が
H
1
9
年
度
以
降
に

確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

環
境
農
林
水
産
部

 流
通
対
策
室

（
内
線
：
27
86
）

　
２
　
水
循
環
の
再
生

下
水
処
理
水
再
利
用
率

－
3
0
%

1
7
%

1
8
%

1
8
%

＜
6
0
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
%
に
対
す
る
H
1
8
実
績
1
8
%

の
達
成
率

都
市
整
備
部

 下
水
道
課

（
内
線
：
39
59
）

生
駒
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
モ
デ
ル
流
域
で
の
実
施
モ
デ
ル
流
域
の
拡
張

大
東
市
で
森
づ
く
り
会
議
、
森

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
開
催

東
大
阪
市
で
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
渓
流
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
開
催

大
東
市
で
市
民
で
構
成
さ
れ

る
森
林
保
全
を
目
的
と
し
た

任
意
団
体
の
設
立
を
支
援
。

東
大
阪
市
で
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
渓
流
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
開
催

大
東
市
で
は
「
森
づ
く
り
ク
ラ
ブ
」
が

設
立
し
、
月
２
回
の
保
全
活
動
を
開

催 東
大
阪
市
に
お
い
て
も
保
全
活
動
を

２
ヶ
月
に
１
回
開
催

Ｈ
１
８
よ
り
寝
屋
川
市
の
「
ね
や
川
水

辺
ク
ラ
ブ
」
と
連
携
し
森
林
保
全
活
動

２
回
と
源
流
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
す

る
な
ど
着
実
に
進
捗

＜
概
ね
達
成
＞

N
P
O
、
市
民
団
体
等
と
連
携
し
、
樹
林
帯

の
保
全
と
保
育
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
当
面
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
の
育

成
を
目
標
に
支
援
を
行
っ
て
い
く

都
市
整
備
部

 河
川
室

  
ダ
ム
砂
防
課

（
内
線
：
29
55
）

緑
地
の

整
備

府
営
公
園

8
8
3
.1
h
ａ

(都
市
基
盤
整
備
中
期

計
画
の
目
標
　
9
0
2
.7
h
a)

9
6
7
.0
ｈ
ａ

（
都
市
基
盤
整
備
中
期
計

画
の
目
標
　
9
8
0
h
a）

8
8
2
.0
h
a

8
8
5
.5
h
a

9
2
0
.5
h
a

＜
9
5
%
＞

H
2
2
目
標
9
6
7
.0
h
aに
対
す
る
H
1
8
ま
で

の
実
績
9
2
0
.5
h
aの
達
成
率

都
市
整
備
部

 公
園
課

（
内
線
：
29
78
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
53
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
53
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
27
45
）

＜
6
2
%
＞

H
2
2
目
標
9
0
%
に
対
す
る
H
１
８
実
績
5
6
%

の
達
成
率

間
伐
実
施
率
6
5
％

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
で
要
間

伐
必
要
面
積
　
1
,3
2
5
h
aの
う

ち
、
8
5
7
h
aの
間
伐
を
実
施

間
伐
実
施
率
5
6
％
(暫
定
値
)

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
間
伐
必
要

面
積
　
1
,2
9
6
h
aの
う
ち
、
7
2
3
h
aの
間

伐
を
実
施

間
伐
実
施
率
5
7
％

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
間
伐

必
要
面
積
　
1
,3
1
2
h
aの
う

ち
、
7
4
5
h
aの
間
伐
を
実
施

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
よ

る
み
ど
り
保
全
活
動
の
実
施

（
府
内
1
4
箇
所
で
の
べ
4
8
8
2

人
が
参
加
）

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
よ
る
み
ど

り
保
全
活
動
の
実
施
（
府
内
1
4
箇
所

で
の
べ
4
8
2
1
人
が
参
加
）

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
に
よ

る
み
ど
り
保
全
活
動
の
実
施

（
府
内
各
地
で
、
延
べ
4
2
0
6

人
が
参
加
）

企
業
等
の
参
画
に
よ
り
、
放

置
さ
れ
た
人
工
林
や
竹
林
な

ど
、
荒
廃
し
た
森
林
の
広
葉

樹
化
を
推
進
す
る
「
ア
ド
プ
ト

フ
ォ
レ
ス
ト
」
制
度
を
開
始

人
工
林

  
間
伐
の
実
施
率

　
概
ね
9
0
%

雑
木
林

　
維
持
管
理
活
動

　
の
促
進

放
置
竹
林

  
健
全
化
と
拡
大

　
防
止

平
成
1
4
年
度
か
ら
緑
の
元
気

回
復
事
業
で
竹
林
整
備
を
実

施
（
H
1
6
年
度
で
事
業
終
了
）

ア
ド
プ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
制
度
に
よ
り
、
放

置
竹
林
の
整
備
や
竹
材
の
活
用
を

実
施
中

食
品
関
連
事
業
者
な
ど
に
よ
る
食
品
廃
棄

物
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
実
施

率

水
源
林
の
保
全
・
整
備

＜
概
ね
達
成
＞

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
中
心
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
維
持
管
理
活
動
が
一

定
定
着

森 林 の 保 全

－

＜
未
達
成
＞

企
業
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
主
体
の

参
画
に
よ
り
、
引
続
き
放
置
竹
林
の
健

全
化
や
竹
材
の
利
用
拡
大
に
努
め
る
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

河
川
・
渓
流

－
親
水
護
岸
　
2
2
0
km

1
6
2
km

1
6
3
K
m

1
6
4
K
m

＜
7
5
%
＞

H
2
2
目
標
2
2
0
km
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
1
6
4
km
の
達
成
率

都
市
整
備
部

　
河
川
室

（
内
線
：
29
34
　
）

海
岸

適
切
な
保
全

同
左

砂
浜
に
砂
を
投
入
し
海
岸
の

保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
海

岸
清
掃
活
動
（
延
べ
8
2
4
人

の
参
加
、
ご
み
5
.4
ト
ン
回
収
）

を
行
う
な
ど
海
岸
の
美
化
に

も
努
め
て
い
る

砂
浜
に
砂
を
投
入
し
、
海
岸

の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、

海
岸
清
掃
活
動
（
延
べ
7
0
9

人
参
加
、
ご
み
6
.4
ト
ン
回
収
）

を
行
う
な
ど
海
岸
の
美
化
に

も
努
め
て
い
る

砂
浜
に
砂
を
投
入
し
、
海
岸
の
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
海
岸
清
掃
活

動
（
延
べ
8
8
8
人
参
加
、
ご
み
9
.0
ト
ン

回
収
）
を
行
う
な
ど
海
岸
の
美
化
に
も

努
め
て
い
る

＜
概
ね
達
成
＞

砂
浜
に
砂
を
継
続
的
に
投
入
し
、
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
府
民
等
と

共
同
で
実
施
し
た
ア
ド
プ
ト
活
動
を
通

じ
、
清
掃
活
動
を
行
う
な
ど
海
岸
美
化
に

努
め
て
い
る

都
市
整
備
部

 港
湾
局

（
内
線
：
83
22
-4
31
）

生
活
排
水
処
理
率

9
5
%

1
0
0
%

8
7
.3
%
（
平
成
1
5
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
0
.9
％
（
平
成
1
5
年
度
）

8
8
.4
％
（
平
成
1
6
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
1
.9
％
（
平
成
1
6
年
度
）

8
9
.6
％
（
平
成
1
7
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
2
.7
％
（
平
成
1
7
年
度
）

＜
8
9
.6
%
＞

H
2
2
目
標
1
0
0
%
に
対
す
る
H
1
7
ま
で
の
実

績
8
9
.6
%
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
38
54
）

健
康
福
祉
部

 環
境
衛
生
課

（
内
線
：
25
77
）

都
市
整
備
部

下
水
道
課

（
内
線
：
39
59
）

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
概
ね
1
0
0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
同
左

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所

(0
6-
69
72
-5
86
2)

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
38
54
）

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
27
67
）

干
潟
：
3
1
.4
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（
水
産
課
創
造
事
業
分
）

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
0
.0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

干
潟
：
3
1
.4
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（
水
産
課
創
造
事
業
分
）

干
潟
：
6
3
.4
h
a

藻
場
：
4
7
.7
h
a

干
潟
：
3
1
.4
h
a

藻
場
：
4
5
.9
h
a

（
水
産
課
創
造
事
業
分
）

公
共
用
水
域

（
環
境
保
全
目
標
達
成
率
）

健
康
項
目
　
概
ね
1
0
0
%

B
O
D
（
河
川
）
概
ね
9
5
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
概
ね
8
0
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
1
.3
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
3
.8
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

大
阪
湾
の
浅
海
域
に
お
け
る
干
潟
、
藻
場

の
保
全
・
再
生

干
潟
：
4
9
.4
h
a

藻
場
：
4
2
.7
h
a

親
水
空
間

の
整
備

＜
干
潟
　
5
0
%
＞

＜
藻
場
　
達
成
（
1
0
4
%
）
＞

H
2
2
目
標
（
干
潟
6
3
.4
h
a、
藻
場
4
7
.7
h
a）

に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の
実
績
（
干
潟

3
1
.4
、
藻
場
4
9
.7
）
の
達
成
率

＜
健
康
項
目
　
概
ね
達
成
＞

＜
B
O
D
（
河
川
）
　
7
1
%
＞

＜
C
O
D
（
海
域
）
　
5
0
%
＞

H
2
2
目
標
（
健
康
項
目
「
概
ね
達
成
」
、

B
O
D
「
概
ね
1
0
0
%
」
、
C
O
D
「
概
ね
8
0
%
」
）

に
対
す
る
H
1
8
実
績
（
健
康
項
目
「
概
ね

達
成
」
、
B
O
D
7
1
.3
%
、
C
O
D
4
0
.0
%
）
の
達

成
率
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
３
　
環
境
に
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進

－
9
0
9
P
J

（
平
成
1
5
年
度
）

1
2
1
5
P
J

（
平
成
1
6
年
度
）

1
2
2
4
P
J

－
＜
未
達
成
＞

H
2
2
目
標
9
0
9
Ｐ
Ｊ
ま
で
3
1
5
Ｐ
Ｊ
の
削
減

を
要
す
る

太
陽
光
発
電

－
4
0
万
kW

3
万
4
千
kW

3
万
8
千
kW

5
万
6
千
kW
＜
1
4
%
＞

H
2
2
目
標
4
0
万
kW
に
対
す
る
H
1
8
実
績

の
達
成
率

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車

（
※
3
）

－
6
万
台

1
万
4
千
台

1
万
7
千
台

2
万
2
千
台
＜
3
7
%
＞

H
2
2
目
標
6
万
台
に
対
す
る
H
1
8
実
績
の

達
成
率

廃
棄
物
燃
料
製
造

－
4
万
ｋ
L
（
原
油
換
算
）

ー
製
造
施
設
な
し

製
造
施
設
な
し
＜
0
%
＞

H
2
2
目
標
4
万
kL
に
対
す
る
H
1
8
実
績
の

達
成
率

廃
棄
物
発
電

－
3
0
万
kW

（
平
成
1
5
年
度
）

1
8
万
kＷ

（
平
成
1
6
年
度
）

1
8
万
kW

（
平
成
1
7
年
度
）

1
8
万
kW

＜
6
0
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
万
ｋ
W
に
対
す
る
H
1
7
実
績

の
達
成
率

廃
棄
物
熱
利
用

－
1
.4
万
ｋ
L
（
原
油
換
算
）

（
平
成
1
5
年
度
）

熱
供
給
　
1
6
施
設
（
1
3
工
場
）

自
家
利
用
4
8
施
設
（
3
8
工
場
）

（
平
成
1
6
年
度
）

熱
供
給
　
1
6
施
設
（
1
3
工
場
）

自
家
利
用
4
8
施
設
（
3
8
工
場
）

（
平
成
1
7
年
度
）

熱
供
給
　
1
6
施
設
（
1
3
工
場
）
0
.5
8
万
K
L

自
家
利
用
4
8
施
設
（
3
8
工
場
）
0
.4
8
万
K
L

＜
7
6
%
＞

H
2
2
目
標
1
.4
万
ｋ
L
に
対
す
る
H
1
7
実
績

の
達
成
率

温
度
差
エ
ネ
ル
ギ
ー

－
0
.5
万
ｋ
L
（
原
油
換
算
）

7
ヵ
所

8
ヶ
所

（
平
成
1
7
年
度
）

1
.1
万
K
L

＜
2
2
0
%
＞

H
2
2
目
標
0
.5
万
ｋ
L
に
対
す
る
H
1
7
実
績

の
割
合

天
然
ｶ
ﾞｽ
ｺ
ｰ
ｼ
ﾞｪ
ﾈ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

－
7
2
万
kW

4
7
万
ｋ
W

5
1
万
kW

5
4
万
kW
＜
7
5
%
＞

H
2
2
目
標
7
2
万
ｋ
W
に
対
す
る
H
1
8
実
績

の
達
成
率

燃
料
電
池

－
1
4
万
kW

4
5
0
ｋ
W

5
5
0
kW

6
0
0
kW
＜
0
.4
%
＞

H
2
2
目
標
で
あ
る
1
4
万
ｋ
W
に
対
す
る

H
1
8
実
績
の
達
成
率

太
陽
熱
利
用

－
3
5
万
kL
（
原
油
換
算
）

ー
（
平
成
1
6
年
度
）

2
万
1
千
kL

（
平
成
1
6
年
度
）

2
万
1
千
K
L

（
平
成
1
6
年
度
全
国
消
費
者
実
態
調

査
結
果
を
も
と
に
算
出
）

＜
6
％
＞

H
2
2
年
目
標
で
あ
る
3
5
万
kL
に
対
す
る

H
1
6
実
績
の
達
成
率

木
質
ﾍ
ﾟﾚ
ｯ
ﾄ製
造
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
ﾄ

の
整
備

ー
ー

ー
＜
達
成
＞

平
成
1
4
年
8
月
に
高
槻
市
に
整
備
完
了

ﾊ
ﾞｲ
ｵ
ﾏ
ｽ
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
活
用
ﾓ

ﾃ
ﾞﾙ
施
設
の
設
定
5
0
箇
所

・
モ
デ
ル
施
設
6
箇
所
整
備

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
７
施
設
1
2

台
設
置

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
１
施
設
１
台

設
置

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
１
施
設
１
台
設
置
＜
1
6
%
＞

H
2
2
目
標
5
0
箇
所
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
8
箇
所
の
達
成
率

ｶ
ﾞｽ
化
技
術
の
開
発
・
普

及
複
数
企
業
に
本
技
術
の
導
入

に
つ
い
て
説
明
を
実
施

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
本
技
術
の
導
入
に

つ
い
て
説
明
を
実
施

企
業
に
対
し
て
本
技
術
の
導
入
に
つ

い
て
説
明
を
実
施

＜
未
達
成
＞

企
業
・
団
体
よ
り
同
技
術
導
入
要
望
な
し

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

（
内
線
：
38
22
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
52
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

新 エ ネ ル ギ ー 導 入

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

－
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
４
　
地
球
環
境
保
全
に
資
す
る
取
組
み

二
酸
化
炭
素
排
出
量

－
4
,9
2
2
.4
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

5
,3
9
7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
5
年
度
）

5
,5
9
5
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
6
年
度
）

5
,4
4
7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

メ
タ
ン
排
出
量

－
1
3
.7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

1
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
5
年
度
）

1
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
6
年
度
）

1
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

亜
酸
化
窒
素
排
出
量

－
3
8
.0
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

5
4
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
5
年
度
）

5
0
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
6
年
度
）

5
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

代
替
フ
ロ
ン
等
排
出
量

－
2
8
0
.1
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
4
年
度
）

1
4
3
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
5
年
度
）

2
0
7
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

（
平
成
1
6
年
度
）

2
5
1
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

温
室
効
果
ガ
ス
全
体

－

5
,2
5
4
.2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

(基
準
年
度
(1
9
9
0
年
度
、
代
替
フ

ロ
ン
等
は
1
9
9
5
年
度
)に
お
け
る
排

出
量
レ
ベ
ル
か
ら
9
％
削
減
)

（
平
成
1
4
年
度
）

5
,6
0
6
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
5
年
度
）

5
,8
6
3
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ
(※
4
)

（
平
成
1
6
年
度
）

5
,7
6
2
万
C
O
2
換
算
ﾄﾝ

森
林
（
木
材
）
資
源
を
活

用
し
た
新
素
材
、
新
商
品

な
ど
の
開
発
促
進

ー
杉
の
お
が
粉
を
利
用
し
た
駐
車

場
用
窒
素
酸
化
物
浄
化
装
置
を

府
庁
西
駐
車
場
に
設
置

ー
＜
達
成
＞

H
1
5
に
パ
ソ
コ
ン
ラ
ッ
ク
商
品
化
完
了

「
府
内
産
木
材
利
用
指

針
」
の
策
定

ー
ー

ー
＜
達
成
＞

平
成
1
5
年
3
月
に
指
針
策
定
完
了

「
府
内
産
木
材
ﾗ
ﾍ
ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

制
度
」
の
創
設

大
阪
府
森
林
組
合
が
府
内

産
材
証
明
を
開
始

大
阪
府
森
林
組
合
が
府
内

産
材
証
明
を
実
施
中

大
阪
府
森
林
組
合
が
府
内
産
材
証

明
を
実
施
中

＜
未
達
成
＞

木
材
流
通
経
路
が
複
雑
で
そ
の
把
握
が

困
難
な
た
め
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
に
至
っ
て

い
な
い

河
内
林
業
地
で
の
F
S
C

認
証
取
得
（
※
5
）

国
内
の
F
S
C
先
進
地
で
あ
る

三
重
県
内
の
林
業
地
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
っ
た

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
（
※
6
）
に
つ
い

て
情
報
収
集

お
お
さ
か
河
内
材
利
用
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
認
証
の
勉
強
会
を

開
催

＜
未
達
成
＞

材
価
低
迷
の
た
め
認
証
経
費
捻
出
が
困

難
な
た
め
認
証
取
得
に
至
っ
て
い
な
い

ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ﾝ
購
入
法
に
基
づ
く

間
伐
材
の
利
用
促
進

「
大
阪
府
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認

定
制
度
」
に
4
1
種
の
間
伐
材

利
用
製
品
が
認
定

「
大
阪
府
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認

定
制
度
」
に
2
1
種
の
間
伐
材

利
用
製
品
が
認
定

大
阪
府
認
定
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
学
習

会
を
開
催

＜
概
ね
達
成
＞

6
2
種
の
間
伐
材
利
用
製
品
が
大
阪
府
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
に
認
定
さ
れ
グ
リ
ー
ン
調

達
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

　
５
　
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

－
長
期
目
標
と
し
て
の
1
5
%

を
目
指
す

＜
6
6
%
＞

H
2
2
目
標
1
5
%
に
対
し
て
、
H
1
5
実
績
9
.9
%

の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
27
42
）

8
8
3
.1
h
ａ

(都
市
基
盤
整
備
中
期

計
画
の
目
標
　
9
0
2
.7
h
a)

9
6
7
.0
ｈ
ａ

（
都
市
基
盤
整
備
中
期
計

画
の
目
標
　
9
8
0
h
a）

8
8
2
.0
h
a

8
8
5
.5
h
a

9
2
0
.5
h
a

＜
9
5
%
＞

H
2
2
目
標
9
6
7
.0
h
aに
対
す
る
H
1
8
ま
で

の
実
績
9
2
0
.5
h
aの
達
成
率

都
市
整
備
部

 公
園
課

（
内
線
：
29
78
）

－
民
間
施
設
の
壁
面
緑
化

３
施
設
・
屋
上
緑
化
５
施

設
に
助
成

民
間
施
設
の
屋
上
緑
化
1
0

施
設
に
助
成
（
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
モ
デ
ル
事
業
4
件
を

含
む
）

民
間
施
設
の
屋
上
緑
化
2
施

設
に
助
成

民
間
施
設
の
壁
面
緑
化
３
施
設
・
屋

上
緑
化
５
施
設
に
助
成

＜
概
ね
達
成
＞

H
1
4
～
1
８
年
で
2
９
施
設
の
屋
上
・
壁
面

緑
化
等
に
助
成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

(内
線
：
27
42
）

※
４
　
　
排
出
量
の
算
定
方
法
に
関
す
る
国
の
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
、
排
出
量
を
見
直
し
て
い
る

※
５
　
　
F
S
C
（
森
林
管
理
協
議
会
）
が
認
定
し
た
認
証
機
関
に
よ
り
「
適
切
な
森
林
管
理
」
を
認
証
し
、
そ
の
森
林
で
生
産
さ
れ
た
木
材
や
木
材
製
品
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
制
度
の
こ
と

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

（
内
線
：
38
85
）

※
１
　
　
集
団
回
収
量
含
む

（
平
成
1
5
年
度
）
9
.9
%

（
概
ね
1
0
年
ご
と
に
調
査
を
実
施
）

＜
未
達
成
＞

「
基
準
年
度
に
お
け
る
排
出
量
レ
ベ
ル

か
ら
9
％
削
減
」
に
向
け
た
削
減
が
必
要

※
６
　
　
森
林
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
中
立
的
な
第
三
者
（
『
緑
の
循
環
』
認
証
会
議
）
が
客
観
的
に
評
価
し
、
森
林
管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
、
自
然
環
境
と
持
続
的
な
木
材
生
産
を
両
立
す
る
健
全
な
森
林
育
成
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム

屋
上
・
壁
面
緑
化

－
木
材
・
木
質
資
源
の
利
用

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
27
52
）

府
営
公
園

市
街
化
区
域
に
お
け
る
樹
林
・
樹
木
で
被

わ
れ
た
面
積
の
割
合
（
緑
被
率
）

※
２
　
　
改
定
廃
棄
物
処
理
計
画
の
目
標

※
３
　
　
天
然
ガ
ス
自
動
車
、
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車
、
電
気
自
動
車
の
ほ
か
ガ
ソ
リ
ン
等
石
油
燃
料
等
と
電
気
を
併
用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
自
動
車
の
こ
と
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

Ⅱ
　
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
健
康
的
で
安
心
な
く
ら
し
の
確
保
（
健
康
）

　
１
　
自
動
車
公
害
の
防
止

二
酸
化
窒
素
の
環
境
保

全
目
標
の
概
ね
達
成

環
境
保
全
目
標
の
達
成

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
7
9
.5
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
1
0
0
％

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
2
.3
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
8
.6
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
7
.2
％

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
8
7
.2
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
7
.1
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
4
.4
％

＜
一
部
達
成
＞

二
酸
化
窒
素
の
一
般
環
境
測
定
局
の
み

10
0％
達
成
し
、
そ
の
他
は
9割
程
度
の
達

成
と
な
っ
て
い
る
。

窒
素
酸
化
物
：

　
2
0
,9
5
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,2
0
0
ﾄﾝ
／
年

窒
素
酸
化
物
：

　
　
　
1
6
,4
5
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
　
　
7
4
0
ﾄﾝ
／
年

（平
成
15
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

　
2
1
,4
1
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,9
4
0
ﾄﾝ
／
年

（平
成
16
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

　
2
1
,5
5
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,8
2
0
ﾄﾝ
／
年

（平
成
１
７
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

　
2
0
,7
1
0
ﾄﾝ
／
年

粒
子
状
物
質
：

　
1
,6
7
0
ﾄﾝ
／
年

＜
未
達
成
＞

H
22
目
標
（窒
素
酸
化
物
16
,4
50
ト
ン
、
粒
子

状
物
質
74
0ト
ン
）ま
で
削
減
必
要

道
路
に
面
す
る
地
域
の
環
境
騒
音

要
請
限
度
値
を
超
え
る

地
域
を
解
消

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

環
境
保
全
目
標

達
成
戸
数
3
2
9
,8
6
1
戸
（
評
価

対
象
戸
数
4
4
3
,1
2
1
戸
）

要
請
限
度
と
の
比
較

達
成
地
点
28
1地
点
 (
測
定
地

点
数
33
1地
点
）

環
境
保
全
目
標

達
成
戸
数
4
8
4
, 
9
2
1
戸
（
評
価

対
象
戸
数
5
7
4
,7
8
4
戸
）

要
請
限
度
と
の
比
較

達
成
地
点
26
6地
点
 (
測
定
地

点
数
30
2地
点
）

環
境
保
全
目
標

達
成
戸
数
4
8
4
,9
2
1
戸
（
評
価

戸
数
5
7
4
,7
8
4
戸
）
（
Ｈ
１
７
年

度
）

要
請
限
度
と
の
比
較

達
成
地
点
26
1地
点
（測
定
地

点
30
1地
点
）

＜
環
境
保
全
目
標
　
84
%＞

H
22
目
標
の
「概
ね
達
成
」に
対
し
て
、
H
17

実
績
4
8
4
,9
2
1
戸
（
評
価
戸
数
5
7
4
,7
8
4
戸
）

の
達
成
率

＜
要
請
限
度
　
87
%＞

H
17
目
標
の
要
請
限
度
値
を
超
え
る
地
域
を

解
消
に
対
し
、
実
績
26
1地
点
（測
定
地
点

30
1地
点
）の
達
成

　
２
　
廃
棄
物
の
適
正
処
理

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
量

84
万
ﾄﾝ
／
年

56
万
ﾄﾝ
／
年

（
※
7
）

（平
成
15
年
度
）

75
万
ﾄﾝ
／
年

（平
成
16
年
度
）

73
万
ﾄﾝ
／
年

（平
成
17
年
度
）

70
万
ﾄﾝ
／
年
＜
達
成
（H
17
年
目
標
）＞

H
17
目
標
84
万
ト
ン
/年
を
下
回
り
削
減

環
境
農
林
水
産
部

 循
環
型
社
会
推
進
室

  
資
源
循
環
課

（
内
線
：
3
8
1
9
）

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
量

11
1万
ﾄﾝ
／
年

53
万
ﾄﾝ
／
年

（
※
7
）

（平
成
17
年
度
）

67
万
ト
ン
／
年
＜
達
成
＞

H
17
目
標
11
1万
ト
ン
／
年
を
下
回
り
達
成

環
境
農
林
水
産
部

 循
環
型
社
会
推
進
室

  
産
業
廃
棄
物
指
導
課

（
内
線
：
3
8
2
5
）

　
３
　
大
気
環
境
の
保
全

二
酸
化
窒
素
の
環
境
保

全
目
標
の
概
ね
達
成

環
境
保
全
目
標
の
達
成

二
酸
化
窒
素
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
7
9
.5
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
1
0
0
％

二
酸
化
窒
素
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
1
0
0
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
2
.3
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
8
.6
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
7
.2
％

《　
以
下
速
報
値
で
す
　
》

二
酸
化
窒
素
：一
般
局
10
0％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
8
7
.2
％

浮
遊
粒
子
状
物
質
：

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
局
9
7
.1
％

　
　
　
　
　
　
　
　
自
排
局
9
4
.4
％

＜
一
部
達
成
＞

二
酸
化
窒
素
の
一
般
環
境
測
定
局
の
み

10
0％
達
成
し
、
そ
の
他
は
9割
程
度
の
達

成
と
な
っ
て
い
る
。

窒
素
酸
化
物
：

  
  
4
8
,5
4
0
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

  
  
1
7
,2
0
0
ト
ン
／
年

（粒
子
状
物
質
は
、
二
次

生
成
物
質
も
含
む
）

窒
素
酸
化
物
：

  
  
4
3
,8
6
0
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

  
  
1
6
,2
2
0
ト
ン
／
年

（粒
子
状
物
質
は
、
二
次

生
成
物
質
も
含
む
）

（平
成
14
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

 工
場
等
　
14
,7
70
ト
ン
／
年

 自
動
車
　
22
,0
10
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

 工
場
等
　
1,
33
0ト
ン
／
年

 自
動
車
　
2,
07
0ト
ン
／
年

（工
場
の
粉
じ
ん
及
び
二
次
生

成
物
質
に
つ
い
て
は
未
集
計
）

（平
成
15
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

 工
場
等
　
13
,1
50
ト
ン
／
年

 自
動
車
　
21
,4
10
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

 工
場
等
　
1,
47
0ト
ン
／
年

 自
動
車
  
1
,9
4
0
ト
ン
／
年

（工
場
の
粉
じ
ん
及
び
二
次
生

成
物
質
に
つ
い
て
は
未
集
計
）

（平
成
16
年
度
）

窒
素
酸
化
物
：

 工
場
等
　
（
集
計
中
）

 自
動
車
　
2
1
,5
5
0
ト
ン
／
年

粒
子
状
物
質
：

 工
場
等
　
（
集
計
中
）

 自
動
車
  
1
,8
2
0
ト
ン
／
年

（工
場
の
粉
じ
ん
及
び
二
次
生

成
物
質
に
つ
い
て
は
未
集
計
）

＜
現
時
点
で
評
価
不
可
＞

窒
素
酸
化
物
は
、
船
舶
や
民
生
部
門
等
か

ら
の
排
出
量
に
つ
い
て
、
粒
子
状
物
質
で

は
、
二
次
生
成
物
質
等
に
つ
い
て
現
時
点

で
集
計
し
て
い
な
い
た
め
評
価
不
可

（平
成
12
年
度
）

14
7万
ﾄﾝ
／
年

部
局
名

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
交
通
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
4
・
3
8
9
5
）

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

　
交
通
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
5
）

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

二
酸
化
窒
素
及
び
浮
遊
粒
子
状
物
質
の

環
境
保
全
目
標
達
成
率

自
動
車
排
出
大
気
汚
染
物
質
排
出
量

二
酸
化
窒
素
及
び
浮
遊
粒
子
状
物
質
の

環
境
保
全
目
標
達
成
率

大
気
汚
染
物
質
排
出
量
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
４
　
水
環
境
の
保
全

C
O
D
　
9
5
ﾄﾝ
/
日

窒
素
　
8
1
ﾄﾝ
/
日

り
ん
　
6
.5
ﾄﾝ
/
日

C
O
D
　
7
6
ﾄﾝ
/
日

窒
素
　
6
7
ﾄﾝ
/
日

り
ん
　
4
.3
ﾄﾝ
/
日

（平
成
21
年
度
）

干
潟
：
3
6
.8
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（水
産
課
創
造
事
業
分
）

干
潟
：
4
9
.4
h
a

藻
場
：
4
2
.7
h
a

干
潟
：
6
3
.4
h
a

藻
場
：
4
7
.7
h
a

干
潟
：
3
6
.8
h
a

藻
場
：
4
5
.9
h
a

（水
産
課
創
造
事
業
分
）

健
康
項
目
　
概
ね
10
0%

B
O
D
（
河
川
）概
ね
95
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）概
ね
80
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
概
ね
1
0
0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）同
左

干
潟
：
3
6
.8
h
a

藻
場
：
4
9
.7
h
a

（水
産
課
創
造
事
業
分
）

（平
成
16
年
度
）

C
O
D
　
8
3
ﾄﾝ
/
日

窒
素
　
7
1
ﾄﾝ
/
日

り
ん
　
4
.8
ﾄﾝ
/
日

＜
干
潟
　
58
%＞

＜
藻
場
　
達
成
（1
04
%）
＞

H
2
2
目
標
（
干
潟
6
3
.4
h
a、
藻
場
4
7
.7
h
a）
に

対
す
る
H
18
ま
で
の
実
績
（干
潟
36
.8
、
藻
場

4
9
.7
）
の
達
成
率

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
0
.0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
3
.8
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
海
域
）
 4
0
.0
%

8
8
.4
％
（
平
成
1
6
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
1
.9
％
（
平
成
1
6
年
度
）

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
4
）

 環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
4
）

健
康
福
祉
部

 環
境
衛
生
課

（
内
線
：
2
5
7
7
）

都
市
整
備
部

下
水
道
課

（
内
線
：
3
9
5
9
）

都
市
整
備
部

　
港
湾
局

（
内
線
：
29
76
）

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
27
67
）

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
06
-6
97
2-

58
62
）

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
38
54
）

＜
健
康
項
目
　
概
ね
達
成
＞

＜
B
O
D
（
河
川
）
　
7
1
%
＞

＜
C
O
D
（
海
域
）
　
5
0
%
＞

H
22
目
標
（健
康
項
目
「概
ね
達
成
」、
B
O
D

「
概
ね
1
0
0
%
」
、
C
O
D
「
概
ね
8
0
%
」
）
に
対
す

る
H
18
実
績
（健
康
項
目
「概
ね
達
成
」、

B
O
D
7
1
.3
%
、
C
O
D
4
0
.0
%
）
の
達
成
率

9
5
%

1
0
0
%

＜
達
成
（Ｈ
１
７
目
標
）＞

平
成
16
年
度
の
実
績
値
は
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
窒
素
、

り
ん
と
も
に
目
標
値
以
上
の
削
減
を
達
成
し

た
。

8
9
.6
％
（
平
成
1
7
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
2
.7
％
（
平
成
1
7
年
度
）

＜
8
9
.6
%
＞

H
2
2
目
標
1
0
0
%
に
対
す
る
H
1
7
ま
で
の
実
績

8
9
.6
%
の
達
成
率

健
康
項
目
　
同
左

B
O
D
（
河
川
）
 7
1
.3
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（海
域
）
 4
0
.0
%

Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
窒
素
、
り
ん
の
排
出
量

大
阪
湾
の
浅
海
域
に
お
け
る
干
潟
、
藻
場

の
保
全
・再
生

生
活
排
水
処
理
率

（汚
水
衛
生
処
理
率
）

8
7
.3
%
（
平
成
1
5
年
度
）

※
生
活
排
水
処
理
整
備
率

9
0
.9
％
（
平
成
1
5
年
度
）

公
共
用
水
域

（環
境
保
全
目
標
達
成
率
）
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
５
　
地
盤
環
境
の
保
全

地
盤
沈
下
を
進
行
さ
せ

な
い

同
左

・地
盤
沈
下
観
測
所
に
お
け
る

　
地
下
水
位
（4
3井
）

　
　
上
昇
2
2
ヶ
所

　
　
下
降
2
1
ヶ
所

・地
下
水
採
取
量

　
　
2
3
万
ｔ/
日

・地
盤
沈
下
観
測
所
に
お
け
る

　
地
下
水
位
（4
3井
）

　
　
上
昇
2
9
ヶ
所

　
　
下
降
1
4
ヶ
所

・地
下
水
採
取
量

　
　
2
0
万
ｔ/
日

・地
盤
沈
下
観
測
所
に
お
け
る

　
地
下
水
位
（4
3井
）

　
　
上
昇
2
6
ヶ
所

　
　
下
降
1
7
ヶ
所

・地
下
水
採
取
量

　
　
2
3
万
ｔ/
日

＜
概
ね
達
成
＞

地
盤
沈
下
の
予
兆
と
し
て
の
地
下
水
位
低

下
箇
所
が
み
ら
れ
る
が
ほ
と
ん
ど
数
10
ｃ
ｍ

以
下
で
、
地
下
水
採
取
量
も
横
ば
い
傾
向

で
あ
り
、
地
盤
沈
下
は
沈
静
化
し
て
い
る
。

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
9
）

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

同
左

86
地
点
中
82
地
点
で
達
成

83
地
点
中
82
地
点
で
達
成

81
地
点
中
76
地
点
で
達
成

＜
9
4
%
＞

H
22
目
標
「概
ね
達
成
」に
対
し
て
、
H
18
の

実
績
は
93
.8
%の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
0
6
-
6
9
7
2
-
5
8
6
2
）

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
9
）

早
期
発
見
、
早
期
措
置

の
た
め
の
制
度
を
構
築

し
ま
す

汚
染
地
の
影
響
が
周
辺

に
及
ば
な
い
よ
う
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（土
壌
汚
染
対
策
）に

基
づ
き
土
地
所
有
者
等
を
指

導

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（土
壌
汚
染
対
策
）に

基
づ
き
土
地
所
有
者
等
を
指

導

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す

る
条
例
（土
壌
汚
染
対
策
）に

基
づ
き
土
地
所
有
者
等
を
指

導

＜
達
成
（H
17
目
標
）＞

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
土

壌
汚
染
に
関
す
る
規
制
等
を
追
加
し
た
改

正
条
例
を
公
布
・施
行
済

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
9
）

　
６
　
騒
音
・
振
動
の
防
止

一
般
地
域
の
環
境
騒
音

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

同
左

達
成
地
点
32
5地
点
(測
定
地

点
数
49
3地
点
）

達
成
地
点
34
2地
点
(測
定
地

点
数
49
8地
点
）

達
成
地
点
31
2地
点
(測
定
地

点
数
44
8地
点
）（
H
17
年
度
）

＜
7
0
%
＞

H
22
目
標
の
「概
ね
達
成
」に
対
し
て
、
実
績

31
2地
点
（測
定
地
点
44
8地
点
）の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
交
通
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
4
）

　
７
　
有
害
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
リ
ス
ク
の
低
減
・
管
理

環
境
保
全
目
標
の
概
ね

達
成

同
左

環
境
保
全
目
標
達
成
地
点
数

／
測
定
地
点
数

大
気
：5
6地
点
/5
6地
点

河
川
水
質
：6
5地
点
/7
4地
点

河
川
底
質
：7
2地
点
/7
4地
点

海
域
水
質
：1
2地
点
/1
2地
点

海
域
底
質
：1
2地
点
/1
2地
点

地
下
水
：4
4地
点
/4
4地
点

土
壌
：
1
0
4
地
点
/
1
0
4
地
点

環
境
保
全
目
標
達
成
地
点
数

／
測
定
地
点
数

大
気
：5
4地
点
/5
4地
点

河
川
水
質
：6
9地
点
/7
7地
点

河
川
底
質
：7
3地
点
/7
7地
点

海
域
水
質
：1
2地
点
/1
2地
点

海
域
底
質
：1
2地
点
/1
2地
点

地
下
水
：3
1地
点
/3
1地
点

土
壌
：4
8地
点
/4
8地
点

環
境
保
全
目
標
達
成
地
点
数

／
測
定
地
点
数

大
気
：5
0地
点
/5
0地
点

河
川
水
質
：6
7地
点
/7
5地
点

河
川
底
質
：7
3地
点
/7
5地
点

海
域
水
質
：1
2地
点
/1
2地
点

海
域
底
質
：1
2地
点
/1
2地
点

地
下
水
：2
9地
点
/2
9地
点

土
壌
：3
7地
点
/3
7地
点

＜
大
気
：達
成
＞

＜
河
川
水
質
：8
9%
＞

＜
河
川
底
質
：9
7%
＞

＜
海
域
水
質
：達
成
＞

＜
海
域
底
質
：達
成
＞

＜
地
下
水
：達
成
＞

＜
土
壌
：達
成
＞

H
18
年
度
の
測
定
地
点
数
に
対
す
る
環
境

保
全
目
標
達
成
地
点
数
の
割
合

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
8
）

環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
0
6
-
6
9
7
2
-
5
8
6
2
）

ﾀ
ﾞｲ
ｵ
ｷ
ｼ
ﾝ
類
特
別
措
置

法
で
定
め
る
特
定
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
る
ﾀ
ﾞｲ
ｵ
ｷ

ｼ
ﾝ
類
の
量
を
平
成
12
年

度
の
89
.4
gか
ら
約
4割

削
減

平
成
17
年
度
の
目
標
排

出
量
よ
り
さ
ら
に
削
減

1
5
.5
ｇ

1
4
.7
ｇ

1
3
.0
ｇ

＜
達
成
＞

H
1
2
年
度
比
で
8
5
.5
%
削
減
し
、
H
2
2
目
標
を

達
成

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
（
06
-6
97
2-

58
62
）

 環
境
管
理
室

  
事
業
所
指
導
課

（
内
線
：
38
73
）

そ
の
他
の
化
学
物
質

－
環
境
リ
ス
ク
の
高
い
化
学

物
質
に
つ
い
て
排
出
量

を
削
減

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基
づ
く
第
３
回
目

（平
成
15
年
度
）の
排
出
量
の

集
計
結
果
：
2
7
,3
7
8
ト
ン

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基
づ
く
第
４
回
目

（平
成
16
年
度
）の
排
出
量
の

集
計
結
果
：
2
8
,1
5
3
ト
ン

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
基
づ
く
第
５
回
目

（平
成
17
年
度
）の
排
出
量
の

集
計
結
果
：
2
5
,8
6
2
ト
ン

＜
未
達
成
＞

環
境
リ
ス
ク
の
高
い
化
学
物
質
の
排
出
削

減
を
促
進
す
る
た
め
の
効
果
的
な
制
度
を

構
築
し
て
い
る
段
階

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
0
8
）

　
８
　
環
境
保
健
対
策
及
び
公
害
紛
争
処
理 S
P
M
な
ど
の
大
気
汚
染

と
健
康
影
響
に
つ
い
て

実
態
を
把
握

環
境
保
健
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
シ
ス
テ
ム
の
運
用
手

法
を
確
立

大
気
汚
染
と
健
康
影
響
に
つ

い
て
実
態
調
査
結
果
を
集
計
・

解
析
。

参
画
し
て
い
る
国
の
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
が
稼
動

調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
て
終

了
し
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
に
移
行

国
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
調
査
に

協
力
し
た
。

対
象
者
数

　
３
歳
児
　
1
,1
9
8
名

　
６
歳
児
　
1
,3
4
5
名

＜
概
ね
達
成
＞

参
画
し
て
い
る
国
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
が
体
系
的
に
本
格
稼
動

健
康
福
祉
部

 環
境
衛
生
課

（
内
線
：
2
5
7
9
）

健
康
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

土
壌
汚
染

地
下
水
汚
染

地
盤
沈
下

※
7　
　
改
定
廃
棄
物
処
理
計
画
の
目
標

44



平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

Ⅲ
　
豊
か
な
自
然
と
の
共
生
や
文
化
が
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
地
域
の
実
現
（
共
生
・
魅
力
）

　
１
　
生
物
多
様
性
の
確
保

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
の
拠
点
と
な
る

学
校
、
公
共
施
設
な
ど

で
ﾋ
ﾞｵ
ﾄｰ
ﾌ
ﾟ整
備
を
推
進

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
た
公
共
事
業

連
携
方
策
検
討
調
査
の
モ
デ

ル
地
区
に
大
阪
府
が
選
定

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

＜
未
達
成
＞

ト
ラ
ス
ト
協
会
が
支
援
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ

く
り
の
ほ
か
学
校
、
公
共
施
設
等
に
お
い

て
も
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
5
）

新
た
に
56
0h
aの
鳥
獣

保
護
区
の
設
定
を
目
指

す

男
里
川
河
口
鳥
獣
保
護
区

(2
5h
a)
の
指
定
に
向
け
調
整

中

男
里
川
河
口
鳥
獣
保
護
区

(2
5
h
a)
を
指
定
（
Ｈ
1
7
.1
1
.1
）

-
＜
達
成
＞

H
22
目
標
56
0h
aを
大
幅
に
上
回
る
面
積

の
鳥
獣
保
護
区
を
設
定

環
境
農
林
水
産
部

 動
物
愛
護
畜
産
課

（
内
線
：
2
7
4
6
）

二
次
的
自
然
環
境
の
保

全
や
ﾐﾃ
ｨｹ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
の
手

法
の
研
究
・普
及

希
少
種
の
保
全
を
行
う
上
で

必
要
な
情
報
を
記
録
し
た
生

息
環
境
カ
ル
テ
を
研
究
機
関

と
と
も
に
作
成

生
物
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
地

図
（自
然
度
評
価
マ
ッ
プ
）を

作
成

生
物
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
地

図
（
自
然
度
評
価
マ
ッ
プ
）を

作
成
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
手

法
を
検
討

＜
概
ね
達
成
＞

生
物
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
地
図
（自
然
度

評
価
マ
ッ
プ
）を
作
成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
5
）

愛
鳥
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
校
を
30
校
指

定
1
6
校

1
6
校

1
4校

＜
47
％
＞

H
2
2
目
標
3
0
校
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の
実

績
14
校
の
達
成
率

（目
標
は
、
H
18
年
度
に
策
定
し
た
「第
10

次
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
」に
お
い
て
22

校
に
変
更
（計
画
期
間
：平
成
23
年
度
ま

で
）
）

環
境
農
林
水
産
部

 動
物
愛
護
畜
産
課

（
内
線
：
2
7
4
6
）

　
２
　
自
然
環
境
の
保
全
・
回
復
・
創
出

「ｴ
ｺ
ﾛ
ｼ
ﾞｶ
ﾙ
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
軸
」の
創
出

ｴ
ｺ
ﾛ
ｼ
ﾞｶ
ﾙ
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ
ｰ
ｸ
軸
が

設
定
さ
れ
、
様
々
な
自

然
環
境
の
保
全
・創
造

に
関
す
る
取
組
み
を
進

め
る

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
た
公
共
事
業

連
携
方
策
検
討
調
査
の
モ
デ

ル
地
区
に
大
阪
府
が
選
定

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
専
門
家
、
国
、
府
、
市
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
手
法
を
検

討

＜
未
達
成
＞

H
18
も
引
き
続
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
、
府
、
市
等
で

Ｗ
Ｇ
を
組
織
し
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
手
法
を
検
討

府
立
自
然
公
園
の
指
定

泉
州
地
域
な
ど
に
お
い

て
府
立
自
然
公
園
を
指

定

指
定
可
能
地
域
の
選
定
等
に

あ
た
っ
て
の
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集

指
定
可
能
地
域
の
選
定
等
に

あ
た
っ
て
の
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集

指
定
可
能
地
域
の
選
定
等
に

あ
た
っ
て
の
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集

＜
未
達
成
＞

指
定
に
向
け
て
基
礎
デ
ー
タ
収
集
等
を

終
え
た

二
次
的
自
然
環
境
の
象

徴
で
あ
る
雑
木
林
の

30
0h
a以
上
で
、
府
民
参

加
に
よ
る
保
全
活
動
を

推
進

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
軸
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
を
進
め
、
保
全
活
動

を
推
進

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
軸
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
を
進
め
、
保
全
活
動

を
推
進

H
1
7
の
活
動
面
積
　
2
1
7
.6
h
a

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
軸
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
を
進
め
、
保
全
活
動

を
推
進

H
１
８
の
活
動
面
積
　
2
1
7
.6
h
a

＜
7
3
%
＞

ト
ラ
ス
ト
協
会
を
中
心
に
、
府
民
参
加
の

保
全
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
活
動
な

ど
が
定
着
。
H
22
目
標
30
0h
aに
対
す
る

H
17
の
活
動
面
積
　
21
7.
6h
aの
達
成
率

自
然
海
浜
保
全
地
区
の
維
持
・利
活
用

自
然
海
浜
保
全
地
区
を

維
持
し
、
そ
の
利
活
用
を

促
進

岬
町
に
助
成
を
行
い
、
自
然

海
浜
地
区
内
の
ト
イ
レ
の
維

持
管
理
や
ご
み
の
回
収
を
行

う
と
と
も
に
、
「な
ぎ
さ
の
楽

校
」等
で
環
境
学
習
の
場
と
し

て
利
活
用

岬
町
に
助
成
を
行
い
、
自
然

海
浜
地
区
内
の
ト
イ
レ
の
維

持
管
理
や
ご
み
の
回
収
を
行

う
と
と
も
に
、
「な
ぎ
さ
の
楽

校
」等
で
環
境
学
習
の
場
と
し

て
利
活
用

岬
町
に
助
成
を
行
い
、
自
然

海
浜
地
区
内
の
ト
イ
レ
の
維

持
管
理
や
ご
み
の
回
収
を
行

う
と
と
も
に
、
「な
ぎ
さ
の
楽

校
」
等
で
環
境
学
習
の
場
と
し

て
利
活
用

＜
概
ね
達
成
＞

岬
町
を
通
じ
て
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
「な
ぎ
さ
の
楽
校
」等
で
環
境
学
習
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
4
）

部
局
名

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
5
　
）

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

生
物
多
様
性
の
確
保

－

府
民
参
加
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
活
動
の

推
進

－
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

進
捗
状
況

　
３
　
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
活
用

－
年
間
30
0万
人
以
上

1
6
3
万
人

1
6
2
万
人

１
４
７
万
人

＜
4
9
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
0
万
人
に
対
す
る
H
1
8
実
績

14
7万
人
の
達
成
率

－
年
間
2万
人
以
上

3.
2万
人

3
.0
万
人

3.
2万
人

＜
達
成
＞

H
22
目
標
2万
人
を
大
幅
に
上
回
り
達
成

「ふ
れ
あ
い
漁
港
・漁
村
」の
整
備
箇
所
数

－
2箇
所

71
%（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

80
%（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

89
%（
事
業
費
ベ
ー
ス
）

＜
未
達
成
＞

現
在
、
埋
立
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
っ
て

い
る
段
階

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
2
7
6
7
）

　
４
　
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
・
活
用

－
15
％
を
目
指
し
て
緑
化

を
推
進

＜
6
6
%
＞

H
2
2
目
標
1
5
%
に
対
し
て
、
H
1
5
実
績
9
.9
%

の
達
成
率

地
域
緑
化
プ
ラ
ン
の
策
定
率

－
各
市
町
村
1箇
所
以
上

の
地
域
で
の
緑
化
プ
ラ

ン
を
策
定

6市
町
に
お
い
て
、
7
の
地
域

緑
化
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
緑
化
プ
ラ
ン
策
定
を

支
援

8市
町
に
お
い
て
、
11
の
地
域

緑
化
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
緑
化
プ
ラ
ン
策
定
を

支
援

3
市
町
に
お
い
て
、
３
つ
の
地

域
緑
化
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
地
域
緑
化
プ
ラ
ン
策
定
を

支
援

＜
3
0
%
＞

H
22
目
標
43
市
町
村
に
対
し
て
H
18
ま
で

の
実
績
13
市
町
の
達
成
率

　
５
　
美
し
い
景
観
の
形
成

－
4
0
km

1
2
.8
km

1
6
.2
km

1
9
.4
km
＜
4
9
%
＞

H
2
2
目
標
4
0
.0
km
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
19
.4
km
の
達
成
率

都
市
整
備
部

 交
通
道
路
室

（
内
線
：
2
9
2
6
）

－

生
活
・文
化
の
反
映
で

あ
る
良
好
な
都
市
景
観

の
創
造
・保
全
、
並
び
に

歴
史
的
景
観
や
自
然
景

観
の
保
全
・創
造
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
個
性
と
魅

力
に
富
む
都
市
空
間
と

潤
い
と
愛
着
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
生
活
空
間
を

創
造

景
観
条
例
に
基
づ
く
｢景
観
形

成
地
域
｣指
定
の
検
討
及
び

既
指
定
地
域
で
の
特
定
行
為

の
届
出
に
対
し
て
指
導

(指
定
状
況

　
　
平
成
12
年
度
：4
道
路
軸
、

　
　
13
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
14
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
15
年
度
：1
河
川
軸
　
)

（届
出
件
数
：5
3件
）

景
観
条
例
に
基
づ
く
｢景
観
形

成
地
域
｣指
定
の
検
討
及
び

既
指
定
地
域
で
の
特
定
行
為

の
届
出
に
対
し
て
指
導

(指
定
状
況

　
　
平
成
12
年
度
：4
道
路
軸
、

　
　
13
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
14
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
15
年
度
：1
河
川
軸
　
)

（届
出
件
数
：6
0件
）

景
観
条
例
に
基
づ
く
｢景
観
形

成
地
域
｣指
定
の
検
討
及
び

既
指
定
地
域
で
の
特
定
行
為

の
届
出
に
対
し
て
指
導

(指
定
状
況

　
　
平
成
12
年
度
：4
道
路
軸
、

　
　
13
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
14
年
度
：1
道
路
軸
、

　
　
15
年
度
：1
河
川
軸
　
)

（届
出
件
数
：3
9件
）

＜
概
ね
達
成
＞

景
観
形
成
地
域
を
順
次
指
定
し
、
地
域

内
で
の
届
出
に
対
し
て
、
基
準
に
基
づ
き

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部

 建
築
指
導
室

  
建
築
企
画
課

（
内
線
：
3
0
2
8
）

　
６
　
歴
史
的
文
化
的
環
境
の
形
成

－
50
%

（未
調
査
）

36
%

（未
調
査
）
＜
7
2
%
＞

H
2
2
目
標
5
0
％
に
対
し
て
H
1
7
年
3
6
％
の

達
成
率

教
育
委
員
会

 文
化
財
保
護
課

（
内
線
：
3
4
9
1
）

指
定
文
化
財
並
び
に
国

登
録
文
化
財
の
件
数
を

増
加

府
内
の
す
べ
て
の
市
町

村
で
１
箇
所
以
上
の
登

録
文
化
財
を
登
録

27
市
町

30
市
町

32
市
町
村
＜
7
0
%
＞

H
22
目
標
43
市
町
村
に
対
し
て
H
17
ま
で

の
実
績
30
市
町
の
達
成
率

教
育
委
員
会

 文
化
財
保
護
課

（
内
線
：
3
4
9
1
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
4
2
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

（
平
成
1
5
年
度
）
9
.9
%

（概
ね
10
年
ご
と
に
調
査
を
実
施
）

登
録
文
化
財
の
数

周
辺
山
系
の
自
然
と
親
し
む
機
会
を
持
っ

た
府
民
の
数

市
街
化
区
域
に
お
け
る
樹
林
・樹
木
で
被

わ
れ
た
面
積
の
割
合

府
管
理
道
路
に
お
け
る
電
線
類
地
中
化
の

総
延
長

一
定
期
間
内
に
府
内
の
文
化
財
を
見
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
府
民
の
割
合

美
し
い
景
観
の
形
成

里
山
の
自
然
学
校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」

（構
想
時
名
称
「紀
泉
ふ
れ
あ
い
自
然
塾
」）

の
利
用
者
数
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

Ⅳ
　
す
べ
て
の
主
体
が
積
極
的
に
参
加
し
行
動
す
る
社
会
の
実
現
（
参
加
）

　
１
　
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
の
促
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
の
設
定

－
一
定
面
積
の
森
林
を
有

す
る
30
市
町
村
で
設
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
府

内
に
5つ
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
協
議
会
を
設
置
。
13
市
町

村
で
15
団
体
が
森
づ
く
り
活

動
を
展
開
中

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
1
4
市

町
村
で
17
団
体
が
森
づ
く
り

活
動
を
展
開
中

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
1
4
市

町
村
で
18
団
体
が
森
づ
く
り

活
動
を
展
開
中

＜
4
7
%
＞

H
22
目
標
30
市
町
村
に
対
し
、
H
18
実
績

14
市
町
村
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
森
林
課

（
内
線
：
2
7
5
2
）

漁
民
の
森
づ
く
り

－
府
内
5ヵ
所
で
実
施

府
内
4ヵ
所
で
実
施

府
内
4ヵ
所
で
実
施

府
内
4
ヵ
所
で
実
施

＜
8
0
%
＞

H
22
目
標
5ヵ
所
に
対
す
る
H
18
実
績
4ヵ

所
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 水
産
課

（
内
線
：
2
7
6
5
）

森
林
・里
山
保
全
活
動

－
年
間
1,
00
0人
以
上
の
子

ど
も
が
参
加

5
,3
8
8
人

「学
校
の
森
」活
動
及
び
「紀

泉
わ
い
わ
い
村
」参
加
者
数

5
,8
0
4
人

「学
校
の
森
」活
動
及
び
「紀

泉
わ
い
わ
い
村
」参
加
者
数

5
,6
0
4
人

「学
校
の
森
」活
動
及
び
「紀

泉
わ
い
わ
い
村
」参
加
者
数

＜
達
成
＞

H
22
目
標
年
間
1,
00
0人
を
大
幅
に
上
回

り
達
成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

　
森
林
課

（
内
線
：
2
7
5
5
・
2
7
5
2
）

－
年
間
50
人
の
認
定
・登

録
制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

＜
未
達
成
＞

制
度
創
設
に
向
け
検
討
中

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

－
5
0
0
人

1
4
1
人

1
4
5
人

1
4
9
人
＜
3
0
%
＞

H
2
2
目
標
5
0
0
人
に
対
す
る
H
1
8
ま
で
の

実
績
14
9人
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 農
政
室
整
備
課

（
内
線
：
2
7
7
5
）

た
め
池
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

－
30
地
区

15
地
区

16
地
区

17
地
区
＜
5
6
%
＞

H
22
目
標
30
地
区
に
対
す
る
H
18
実
績
17

地
区
の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 農
政
室
整
備
課

（
内
線
：
2
7
7
4
）

「学
校
の
森
」活
動
の
モ
デ
ル
校
の
選
定

－
小
中
学
校
30
校
を
選
定
・

活
動
の
実
施

1
7
校

1
8
校

2
1
校
＜
7
0
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
校
に
対
す
る
H
1
8
実
績
2
1
校

の
達
成
率

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

  
森
林
課

（
内
線
：
2
7
5
2
）

「府
民
の
森
」の
ﾌ
ｨｰ
ﾙ
ﾄﾞ
と
し
て
の
活
用

－
・自
然
体
験
活
動
の
実

施 ・活
動
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

府
民
の
森
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
自
然
体
験
活

動
を
実
施

府
民
の
森
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
自
然
体
験
活

動
を
実
施

府
民
の
森
パ
ー
ク
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
自
然
体
験
活

動
を
実
施

＜
概
ね
達
成
＞

継
続
し
て
自
然
体
験
活
動
を
実
施
し
て

い
る

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
登
録
ク
ラ
ブ
数

－
3
0
0
ク
ラ
ブ

1
8
9
ク
ラ
ブ

1
7
7
ク
ラ
ブ

1
7
4
ク
ラ
ブ

＜
5
8
%
＞

H
2
2
目
標
3
0
0
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
H
1
8
の
実

績
1
7
4
ク
ラ
ブ
の
達
成
率

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

 （
現
・
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
）

（
0
6
-
6
9
7
2
-
7
6
6
6
）

部
局
名

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

里
山
ｲ
ﾝ
ｽ
ﾄﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ
の
養
成
・認
定
派
遣
制

度
の
創
設

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標
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平
成
１
７
年
度

平
成
２
２
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7
年
度

平
成
1
8
年
度

部
局
名

進
捗
状
況

目
標
に
対
す
る

達
成
状
況

項
　
　
　
目

環
境
総
合
計
画
に
掲
げ
た
目
標

　
２
　
環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
推
進

　
３
　
事
業
活
動
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮

・
・

大
阪
府
が
自
ら
実
施
す

る
事
業
で
、
規
模
が
大
き

く
環
境
に
著
し
い
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

事
業
に
つ
い
て
、
導
入
に

向
け
た
調
査
・検
討
を
実

施
、
制
度
化

運
用
を
踏
ま
え
、
適
用
範

囲
の
拡
大
な
ど
制
度
の

拡
充

制
度
化
に
向
け
て
調
査
・検

討
を
行
っ
た
。

制
度
化
に
向
け
て
調
査
・検

討
を
行
っ
た
。

制
度
化
に
向
け
て
調
査
・検

討
を
行
っ
た
。

＜
未
達
成
＞

制
度
化
に
向
け
調
査
・検
討
を
行
っ
て
い

る
段
階

環
境
農
林
水
産
部

 環
境
管
理
室

  
環
境
保
全
課

（
内
線
：
3
8
5
5
）

8
0
0
件
以
上

1
，
0
0
0
件
以
上

1
,2
9
2
件

1
,8
3
5
件

2
,0
4
4
件
＜
達
成
＞

H
2
2
目
標
1
,0
0
0
件
を
大
幅
に
超
え
て
達

成

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
･都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

（
内
線
：
3
8
9
3
）

学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
・環
境
学
習
の

推
進

・府
内
す
べ
て
の
小
・中
・

高
校
に
対
し
、
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」等
を
活

用
し
た
体
験
的
な
環
境

教
育
・環
境
学
習
の
場

の
提
供

・環
境
N
G
O
・N
P
O
と
連

携
し
、
体
験
学
習
ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ

ｻ
ﾞｰ
や
環
境
学
習
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ

を
学
校
や
職
場
な
ど
の

要
請
に
応
じ
て
出
向
い

て
い
く
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
整
備

＜
概
ね
達
成
＞

・地
域
の
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
育

て
る
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開
催
し
、
多
く

の
修
了
者
が
新
た
な
環
境
活
動
を
展
開

す
る
な
ど
活
躍

・環
境
情
報
発
信
拠
点
で
あ
る
環
境
情

報
プ
ラ
ザ
を
平
成
1
5
年
2
月
に
開
設

平
成
16
年
度
、
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
に
環

境
実
験
室
「い
こ
ら
ぼ
｣を
開
設

平
成
17
年
度
、
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
に
情

報
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
か
け
は
し
」を
開

設 平
成
18
年
度
に
環
境
情
報
プ
ラ
ザ
に
小

会
議
室
を
開
設

・体
験
型
の
環
境
学
習
拠
点
で
あ
る
里

山
の
自
然
学
校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」を

平
成
15
年
4月
に
開
園

【主
要
な
取
り
組
み
】

地
域
の
環
境
活
動
の
指
導
的

役
割
を
果
た
す
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開

催
、
基
本
コ
ー
ス
に
39
人
、
応

用
コ
ー
ス
に
38
人
が
受
講

総
合
的
な
環
境
情
報
発
信
拠

点
で
あ
る
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
内
の
環
境
情
報
プ
ラ
ザ

に
平
成
16
年
５
月
新
し
く
環
境

実
験
室
「い
こ
ら
ぼ
｣を
開
設

整
備
し
た
里
山
の
自
然
学
校

「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」に
お
け

る
環
境
学
習
の
利
用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

・地
域
の
環
境
活
動
の
指
導

的
役
割
を
果
た
す
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開

催
、
22
人
が
受
講

・
「
か
け
は
し
」
に
お
い
て
、
情

報
交
流
や
広
報
紙
、
研
究

会
、
交
流
会
等
を
開
催
し
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
活
動
を
支
援

平
成
18
年
５
月
に
環
境
情
報

プ
ラ
ザ
に
１
０
名
程
度
が
利
用

で
き
る
小
会
議
室
を
開
設

・整
備
し
た
里
山
の
自
然
学

校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」に
お

け
る
環
境
学
習
の
利
用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
講
師
を
派
遣

し
、
体
験
型
の
教
員
向
け
環

境
教
育
研
修
会
を
実
施
（平

成
17
年
度
  
 1
4市
町
19
回
）

小
学
校
等
に
配
布
し
た
自
然

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利

用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

・地
域
の
環
境
活
動
の
指
導

的
役
割
を
果
た
す
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
「な
に
わ
環
境
塾
」を
開

催
、
22
人
が
受
講

・環
境
情
報
プ
ラ
ザ
の
w
eb

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
N
P
O
等

の
環
境
情
報
を
ネ
ッ
ト
上
で
交

流
で
き
る
場
と
し
て
「か
け
は

し
」
を
設
置

・整
備
し
た
里
山
の
自
然
学

校
「紀
泉
わ
い
わ
い
村
」に
お

け
る
環
境
学
習
の
利
用
促
進

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
地
球
環
境
課

　
　
　
（
内
線
:2
7
5
1
）

　
自
然
み
ど
り
課

　
　
　
（
内
線
:2
7
5
5
）

 環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

 （
現
・
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
）

（
0
6
-
6
9
7
2
-
7
6
6
6
）

環
境
農
林
水
産
部

 み
ど
り
・
都
市
環
境
室

  
自
然
み
ど
り
課

（
内
線
：
2
7
5
5
）

　
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

 　
　
 （
現
・
環
境
農
林
水
産
総

合
研
究
所
）

＜
概
ね
達
成
＞

環
境
N
P
O
等
の
専
門
家
を
講
師
と
し
て
、

公
立
小
学
校
(大
阪
市
を
除
く
）の
児
童

へ
の
出
前
講
座
や
公
立
小
中
高
等
学
校

教
員
（大
阪
市
除
く
）向
け
の
環
境
教
育

研
修
を
、
平
成
16
～
18
年
度
に
延
べ
46

市
町
63
回
行
う
と
と
も
に
、
小
学
校
向
け

に
改
定
し
た
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

周
知
す
る
な
ど
、
環
境
教
育
・環
境
学
習

の
場
を
提
供

IS
O
14
00
1認
証
取
得
及
び
環
境
活
動
評

価
プ
ロ
グ
ラ
ム
登
録
件
数

戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
制
度
化
及
び

そ
の
運
用

社
会
に
お
け
る
環
境
教
育
・環
境
学
習
の

推
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
専
門
家
を

小
学
校
に
派
遣
（平
成
16
年

度
2
0
市
2
5
校
）

小
学
校
等
に
配
布
し
た
自
然

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利

用
促
進

【主
要
な
取
り
組
み
】

  
  
 環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
講
師
を

派
遣
し
、
体
験
型
の
教
員
向

け
環
境
教
育
研
修
会
を
実
施

（平
成
18
年
度
  
 1
2市
町
19

回
）

環
境
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
０

６
の
利
用
促
進

－ －

・地
域
の
人
材
を
活
用
し

た
体
験
学
習
ｱ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞｲ
ｻ
ﾞｰ

や
環
境
学
習
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
の

養
成

・総
合
的
な
環
境
学
習
ｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ
の
構
築
を
図
る
た

め
に
、
環
境
学
習
に
役

立
つ
環
境
情
報
を
収
集
・

整
理
し
、
提
供
で
き
る
総

合
的
な
環
境
情
報
発
信

拠
点
の
整
備

・府
内
に
お
け
る
体
験
的

な
環
境
学
習
ﾌ
ｨｰ
ﾙ
ﾄﾞ
の

整
備

48




